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こぐまのクーク物もの語がたり




秋あきと冬ふゆ








かさいまり・作／絵
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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[image: 秋　がまんはむずかしい]






　北きたのはずれに、『ろくごう』という森もりがある。

　秋あきの色いろが、あざやかになった、ある日ひ。

　朝あさ日ひに、てらされたカラマツの葉はが、

　風かぜにふかれて、きらきら落おちていく。

「すごいや。金きん色いろの葉はっぱだ」

　こぐまのクークは、何なん千ぜん何なん万まんと

　落おちていく葉はに見みとれた。
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「雨あめみたい。金きん色いろの雨あめだよ」

　クークは、りょう手てで、うけとめる。

　じめんが、しきつめられた落おち葉ばで、光ひかっていた。

「ぼく、金きん色いろの森もりの中なかにいるんだ！」




　朝あさごはん。

　[image: ]母かあさんが、しんせんな、たまごをわって、

　ボウルに、ぽとんぽとん、入いれている。

　フライパンで、いためはじめた。

「あっ、ぐちゃぐちゃにしてる！」

「スクランブルエッグっていうのよ」

[image: ]

　パンにバターをぬって、

　まだ、半はんじゅくのスクランブルエッグをのせ、

　とろけるチーズものせた。

　オーブントースターで、三さん分ぷんくらいやいて、できあがり。

　チーズと、スクランブルエッグは、

　ふんわりと、やわらかく、

　かりっと、やいたパンと、

　いっしょに食たべると、クークは、目めを細ほそめた。

「おいしい！」
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　父とうさんも、おいしそうに食たべながら、

「秋あきになると、朝あさばんの空くう気きが、つめたいなあ。

　クーク、朝あさごはんは、しっかり食たべろよ」

「うん。あのね、このパンに、名なまえつけたよ。

　〝ゆるりんパン〟っていうの」

「まあ、ぴったりね」

　あたたかいぎゅうにゅうと、こつぶのトマト。

　ふかしたじゃがいもに、バターをのせると、とろりととける。

「ぼく、じゃがバター大だい好すき」

「夕ゆう食しょくは、きのこスープが、食たべたいな。

　よし、今日きょうは、きのこづくしの、きのこの日ひにしよう」




　父とうさんの店みせは、『森もりのキッチン』というレストラン。
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　料りょう理りは、おいしくて、森もりじゅうの、どうぶつたちがやってくる。

　父とうさんと母かあさんは、かいてん前まえの、じゅんびをはじめた。

　クークは、『フクロウの森もり』へ行いった。

　歩あるくたびに、ザッザッと、落おち葉ばの音おと。

「ん？　なんかいいにおい」

　クークは、鼻はなを、くんくんさせると、カツラの大たい木ぼくに行いきついた。

　りっぱな黄き色いろい葉はを、ひらひらさせている。
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「あまいにおいって、カツラの木きだったのか」

　クークは、カツラのまわりを、くるくるまわった。

「カツラのにおいって、好すき。

　キンモクセイの、においも好すき。でもね、

　はちみつのにおいは、もっと好すき。いちばん好すき」

　と、そのとき、クークは、コクワ（サルナシ）の黄き緑みどりの実みを見みつけた。

　ひとつぶ食たべて、目めを細ほそめた。

「あまくて、おいしい！」

　食たべて……食たべて……口くちの中なかで、なにかが、ざくっ。

「あっ」

　──口くちの中なかが、ばくはつした。

　口くちが、ない！　どうしよう──

　おそるおそる、手てでさわってみた。
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　──口くち、あったあ──

「あーっ」

　そのとたん、きょうれつな、くさいにおい。

　クークは、あわてて、口くちの中なかのものを、

　ぜんぶ、はきだした。

「あーっ」

　口くちをあけたまま、走はしった。

　とちゅう、こぎつねのゲンゲンに会あった。

「おい、クーク。遊あそぼうぜ」

「あーっ」

「うわっ、くせえ。よるな！」

　ゲンゲンが、にげた。
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　こだぬきのラックに会あった。

「クーク、いそいで、どうしたの？」

「あーっ」

「くさい！」

　ラックが、にげた。
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　走はしって走はしって、ようやく家いえにたどりつくと、

　まっさきに、だいどころへ、かけこんだ。

　せっけんを、口くちの中なかに入いれて、

　もぐもぐぺっ。もぐもぐぺっ。

　そのうち、口くちの中なかは、あわだらけ。

　母かあさんが、気きがついた。

「まっ、くさい。

　クーク、なにを食たべたの？」

「コッ……コッ……コッ……」

「コクワね。でも、いっしょに、

　カメムシも食たべたんでしょ」

　クークは、大おおきくうなずいた。

「せっけんじゃ、むりよ。

　どうやったら、においが、きえるかしら」

　はを、みがいた。うがいもした。

[image: ]

　ぎゅうにゅうも飲のんだ。

「よっぽど、でかい、へこき虫むしを食たべたな」

　父とうさんが言いいながら、かきをくれた。

　クークは、かわもむかず、

　がりがり食たべた。

「あーっ」

　クークの目めに、じんわりと、

　なみだがあふれた。
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「そうか。かきもだめか。まあ、がまんだな」

　父とうさんが、クークの頭あたまを、

　大おおきな手てで、なでた。




　クークは、口くちをあけたまま、『とり沼ぬま』へ行いった。

　沼ぬまの水みずにうつる、木この葉はのにぎやかな色いろ。

　ときおり、みなもがゆれて、

　コガモが、泳およいでいく。

　クークは、落おち葉ばのふとんに、

　大だいの字じになって、ねころんだ。
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　雲くもひとつない秋あきの空そら。

　あいかわらず、口くちはあけたままで、目めをつむった。

「はあー、はあー」

　秋あきの音おとを、ひとつひとつ、聞きいていると、

　いつのまにか、ねむってしまった。

「クーク、クーク」

　やさしい声こえがする。

　目めをあけると、すぐそばに、

　こうさぎのサーハの顔かお。

　クークは思おもわず、口くちをおさえた。
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「ぼくに、近ちかづかないほうが、いいよ」

「ゲンゲンに聞きいたわ。

　カメムシかじっちゃったんでしょ」

　クークは、うなずいた。

「早はやく、においがとれるといいわね」

「うん。それまで、がまんする」




　ゲンゲンが、手てにほうたいをまいて、

　やってきた。
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「どうしたの？」

「へへっ。父とうちゃんが、いすを作つくってるんだ。

　だけど、おれ、できあがってないのに、

　すわってみたら、いすがこわれて、

　でっかいくぎが、この手てに、ぐさっ。

　まっかな血ちが、どばぁーっ」

「ゲンゲンらしいわ」

「そんで、しかられた。

　がまんが、たりないって。おれって、まてないだろう」

「そういえば、ゲンゲンて、なんでも、すぐやろうとする」

「うん。おれ、じゅんばんまつのも、がまんできない」

　ゲンゲンは、言いいながら、クークを、ちらっと見みた。

「クーク、まだ、におうぞ」

「ごめん」

　クークは、口くちに手てをあてながら聞きいた。
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「ゲンゲンは、どうして、がまんできないの？」

「おれは、がまんしたいけど、おれの手てや足あしが、がまんできないんだ」

「そっか。ぼくも、くさいの、がまんしたいけど、

　ぼくの口くちが、がまんできるかな」

「クークは、くさいの、がまん。おれは、まつのを、がまん。

　がまんて、むずかしいぞ」

「サーハは、がまんしてることある？」
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「わたし……母かあさんいないから、

　さびしいんだ。

　クークや、ゲンゲンには、さびしいって言いえるけど、

　父とうさんの前まえでは、さびしいの、がまんしてる。

　いつも、にこにこしてるの。

　でも、自じ分ぶんの部へ屋やで、ひとりになると、

　母かあさん、思おもいだして、泣ないちゃうんだ。

　おばさんがね、母かあさんは、サーハの

　心こころの中なかに、ずっといるよって、

　言いってくれるけど、

　やっぱり、さびしい。

　母かあさんと、話はなしたい。

　ぎゅって、だきしめてほしい。

　でもね、父とうさんも同おなじだと思おもう。

　わたしの前まえでは、すごく元げん気きだしてるの。

　父とうさんも、がまんしてるのが、

　わかるから。

　だから、わたしも、がまんするの」
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　サーハの母かあさんは、去きょ年ねんの秋あきに、

　びょうきで死しんでしまったから、

　父とうさんと、ふたりぐらし。

　サーハは、母かあさんにかわって、

　家いえのことを、いっしょうけんめい

　手てつだっている。

「おい、サーハ、おれたちの前まえで、いっぱい

　さびしい、さびしいって言いっていいぞ。

　泣ないてもいいぞ」

「ふふっ、ありがとう」
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「うわっ、どうしよう」

　いきなり、クークが大おおきな声こえを上あげた。

「サーハのがまんは、とってもすごいがまんで、

　ぼくのがまんなんて、ほんとにほんとに、

　ちっちゃなことで、

　ぼくのがまんは、もうすぐおわるけど、

　サーハのがまんは、いつおわるか、わかんない」
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「そうだな。おわりのわかんないがまんは、

　きついよなあ」

「ねえ、サーハ、ちっちゃいがまんをしてたら、

　大おおきいがまんも、できるようになるのかなあ」

「やだね、おれ。がまんのために、

　がまんのれんしゅうなんて、したくないぞ」

「いくられんしゅうしても、

　わからないと思おもうわ。

　そのときになって、感かんじることだもの」

　サーハは、そう言いって、にっこり笑わらった。

　落おち葉ばをあつめて、

　もぐったり、とばしたり。

　むちゅうで遊あそんでいるうちに、

　クークは、気きがついた。

「あれ？　くさいの、きえたみたい」
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[image: きのこの日]






　秋あきの空そらに、ぽつんと丸まるい雲くもひとつ。

　クークは、雲くもを見みながら、

　大おおきく何なん回かいも、いきをすった。
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「よかったなあ。もうくさくないもの」

　家いえにもどると、母かあさんが、昼ひるごはんの

　よういをしていた。

　[image: ]なっとうを、うつわに入いれて、

　まぜようとしている。

「ぼくに、ぐるぐるさせて！」

　クークは、なっとうぐるぐるが大だい好すき。

「ちょうとっきゅうだぞ」

　糸いとがひくまで、はしを四よん本ほんつかって、

　力ちからいっぱいかきまわした。しょうゆも入いれた。

「母かあさん。ぼく、なっとう山やま、作つくるから、

　ごはんは、おさらに入いれて！」

「わかったわ」

　ほかほかごはんのまん中なかに、クークは、

　なっとうを、山やまのように、こんもりのせた。

　その上うえには、細こまかく切きった、

　うめぼしも、のせた。

「わあ、なっとう山やまに、うめぼしの花はなだよ」

　のりを細ほそく切きって、山やまの上うえにちらばせた。
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「うわあ、なっとう山やまのできあがり！」

　クークは、スプーンで、ごはんと、

　なっとうをすくって、がぶりと食たべる。

　父とうさんは、シソの葉はを細ほそく切きって、

　なっとう山やまの上うえにのせた。
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「山やまの緑みどりだぞ」

　しょうゆを入いれた生なまたまごを、

　よくといてから、緑みどりの

　なっとう山やまの上うえに、さっとかけた。

　父とうさんも、がぶりがぶりと食たべる。




　クークは、おなかがいっぱいになると、遊あそびに出でかけた。

　とちゅうで、サーハに会あった。

　いっしょに、フクロウの森もりへ行いくと、

　落おち葉ばがいっぱいの中なか、こりすのチルが、じっとしている。

　いつも、元げん気きに走はしりまわっているのに、なんだか考かんがえこんでいた。
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「チル、どうしたの？」

　サーハが、声こえをかけた。

　目めの前まえには、チルのあつめた、ドングリや、

　クルミ、木きのかわや、コクワが、いっぱいある。

「ぼく、木きの実みを、土つちの中なかにうめたり、木きのあなに入いれるんだけど」

「いそがしいね」
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　クークが言いうと、

「去きょ年ねんも、いろんなとこに、うめたんだよ。でも、冬ふゆが来きて、

　雪ゆきがふったら、うめたとこ、ほとんど、わすれてるんだ」

「えっ、そうだったの？」

「だから、今こ年としこそは、ぜんぶ、わすれないようにしたいんだ」

「すごいなあ」

「えらいわ」

「でもね、どうやったら、わすれないか考かんがえていたんだ」

「ねえ、チル。うめたところは、どれくらいあるの？」

「えーと、ぜんぶで、千せんくらい」

「えーっ、そんなに？」

　クークも、サーハもびっくり。

「えーとお。一いち日にち、二に百ひゃっこくらい、木きの実みをあつめるんだ。

　一いち日にちで、五ご十じゅっかしょ。一いっか月げつたつと、やっぱり千せんぐらい」

「冬ふゆになると、毎まい日にちそんなに食たべるの？」

「ちがうよ。一いち日にち、三さんこくらいだよ」

「だったら、どうしてそんなにあつめるの？」

「えーっ」

　チルは、びっくり。
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「そんなこと、考かんがえたこともない。

　わすれちゃうのに、どうしてこんなに、うめるんだろう」

「どうして？」

　クークとサーハが、声こえをそろえて聞きいた。

「わかんない。ぼくたち、りすは、みんなそうだよ」

「じゃあ、うめたところをぜんぶ、おぼえているりすは、いるの？」

「いない。だから、ぼく、おぼえたほうがいいかなって思おもったんだ」

「それは、むりかもね」

　サーハが、ためいきをついた。

「やっぱり」

　と、チルは、がっかり。

「少すこしだけでも、木きに、ひもをむすんでおけば？

　めじるしになるよ」

　クークは、かわいそうになって言いった。

「じゃあ、のこりの分ぶんは？」

　と、チルは、ふあんそう。
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「あとは、チルの鼻はなをきかせて、

　さがしてみたら」

「ぼくの鼻はなをきかせるの？」

「そうよ。今いまのうちに、いっぱい、

　木きの実みの、においをおぼえておくの」

「そうだね。もしかしたら、

　ぼくの鼻はなが、見みつけるかもしれない」

　チルは、すっかり元げん気きになって、

　また、木きの実みをあつめはじめた。

　クークは、いそがしそうなチルを、見みながら聞きいた。

「ねえ、チル。わすれると、たりなくなって、こまったりするの？」

「いいや。いつも間まに合あってるよ」

「よかったあ」

　クークは、それを聞きいて、あんしんした。

「ねえ、サーハ。間まに合あってるから、のこりは、わすれるんだね」

「きっと、そうね」

　クークとサーハも、ドングリや、クルミをあつめたり、

　大おおきな木きのほこらを見みつけて、中なかに入はいって、遊あそんだ。
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　たくさん遊あそんで、クークは家いえに帰かえると、店みせの中なかをのぞいてみた。

　おきゃくさんは、のんびり、ゆったり。

　まん中なかのテーブルには、ケーキ、プリン、

　クッキーなどが、いっぱいのっている。

「ぼく、チョコレートケーキ大だい好すき。

　あっ、チョコレートケーキ、

　もうなくなってる。

　みんなも、やっぱり好すきなんだ」

　まどガラスに、鼻はなをぴったりつけて、

　うれしそうにつぶやいた。
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　夕ゆうごはん。

　[image: ]父とうさんが、いろいろなきのこを、テーブルの上うえにのせている。

　シメジ、シイタケ、エリンギ、タマゴタケ、ムキタケ、マイタケ。

[image: ]

　クークは、父とうさんが、料りょう理りを

　作つくっているところを見みるのが、大だい好すき。

　父とうさんの手ては、まほうの手て。

　あっという間まに、料りょう理りができる。

「クーク、今日きょうは、きのこの日ひだぞ」

「うん。楽たのしみ」

　父とうさんは、こまつなを、ゆでてから、ざくざくと切きった。

　水みずと、スープのもと、しょうゆ、みりん、

　さけを、まぜあわせて、スープを作つくった。

　シメジ、シイタケ、エリンギをいためて、しお、こしょうをふりかける。

　深ふかめのうつわに、切きったこまつなと、

　いためたきのこを入いれて、あつあつのスープをかけた。

「よし、〝なんでもきのこスープ〟できあがり」

　それから、父とうさんは、大おおきくて、

　りっぱなシイタケをながめて、

「どうやって、食たべようかな」

「ぼく、大おおきいまま食たべたい！」

「そうか」

　父とうさんは、シイタケのいしづきをとって、

　そこに、バターとマヨネーズをのせて、そのままやいた。

[image: ]

　バターとシイタケのやけた、いいかおり。

　あつあつのシイタケに、さっと、しょうゆをかけて、クークは、がぶり。

　なんでもきのこスープも、おいしくて、体からだがあたたまる。

　きのこごはんには、くりも入はいっていた。

　食たべている間あいだに、父とうさんは、また、

　だいどころに行いって、なにか作つくりはじめた。

　マイタケの天てんぷらが、こんもりと、おさらにのって、あらわれた。

「うわあ、すごい！」

　フクロウの森もりでとってきた、タマゴタケやムキタケは、バターいため。

「父とうさん、ほんとに、きのこの日ひだ」

「ほんとね」

　と、母かあさんも楽たのしそう。
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　その夜よ。

　クークは、ねるしたくをしながら、

　母かあさんに聞きいた。

「ねえ、母かあさん。

　ぼく、がまんしなきゃいけないことってある？」
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「クークに、がまんしてほしいことねえ。

　今いまはないわ」

「そうなの？

　もしも、あったら言いってね。

　できるがまんなら、してもいいから」

「今日きょうは、くさいの、がまんしたでしょ」

「あんなの、ちっちゃい、ちっちゃい。

　たいしたことないよ」

「そうなの？　死しにそうな顔かおしてたけど」

「ふふふ。そっかなあ」

　クークは、サーハの

　がまんを思おもいだしていた。
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「母かあさん。おわりのわかんないがまんて、

　たいへんなんだね」

「そうね。でもその分ぶん、

　強つよくもなれるし、

　かならず、いいこともあるわ」

「そうなの？　よかった……ほんとに、よかったあ」

　クークは、ほっとした。

　──サーハは、もうねたかなあ──
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　森もりは、深ふかいやみにつつまれ、

　まんてんの星ほしが、かがやいていた。

[image: ]







[image: 気もちと気もち]






　落おち葉ばが、おいかけっこを

　しているように、うずをまいている。

　くるくるっと、まい上あがり、

　すとんと落おちる。
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「風かぜが、葉はっぱと遊あそんでる」

　クークは、うずまきを見みつけては、

　立たちどまった。

「楽たのしそうだなあ」

　そのうち、おなかが、くうっと鳴なった。

「おなか、ぺこぺこ」

　帰かえろうとして、フクロウの森もりを出でたところで、

　サーハとゲンゲンに会あった。

「クークを、さがしてたの」

　いきをはずませながら、サーハが言いった。

　ゲンゲンが、うれしそうに、ふくろをもっている。
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「父とうちゃんが、町まちに行いって、おみやげ買かってきてくれたんだ。

　みんなで食たべよう」

　ゲンゲンが、ふくろをひらいて見みせた。

　クークとサーハが、のぞくと、

　赤あか、青あお、黄き色いろと、いろんな色いろ。

　キャンディーのように、ひとつひとつ、

　とうめいの紙かみにくるんである。

「わあ、ゼリーだわ、わたし大だい好すき」

「おれも、大だい、大だい、大だい好すきなんだ」

「きれいな色いろ。宝ほう石せきみたい」

「ほんとだなあ」

　ゲンゲンは、ぴょんぴょんしながら言いった。

　そして、ゼリーを、五いつつ、サーハにわたした。

　サーハは、まっかないちごの形かたちを、

　空そらにかざしてみた。
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「ほんとに、宝ほう石せきみたい！」

　ゲンゲンは、クークの手てのひらにも、

　ゼリーを、五いつつのせた。

　サーハと、ゲンゲンは、おいしそうに食たべている。

「クーク、どうして食たべないんだ？」

「あ、あの……おなか、すいてないから」

「うそつけ。はらが、くーって、鳴なってるぞ」

「で、でも、すいてないから、家いえにもってかえる」

「なんだよ。いっしょに食たべようと思おもったのに」

　ゲンゲンは、少すこしむっとした。

「クークは、父とうさんや母かあさんに、

　見みせてあげたいのかも。

　すごく、きれいだから」

「うん……」
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「なんだ、そうか」

　ゲンゲンは、気きげんをなおして、ふたつめを食たべた。
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　帰かえり道みち。

　クークは、ゼリーのつつみを、にぎりしめた。

　──ぼく、ゼリーきらいって言いえなかった。

　いきなりだったから、ことばのじゅんびしてなかったんだ。

　でも、さいしょに言いえなかったら、後あとで言いえるかな……。

　でも、言いったほうがいいのかな。

　言いわなくて、よかったのかな。

　ゲンゲンの父とうさんが、また、

　ゼリー買かってきたら、どうしよう──

　おなかは、ぺこぺこ。

　大おおいそぎで走はしっていると、

　後うしろから、だれかの声こえ。

「クーク、なにか、おとしたよ」

　ふり返かえると、こだぬきのラックが、

　ゼリーをひとつ、ひろっていた。

[image: ]

「きれいな色いろだね」

　ラックは、うらやましそうに、

　クークにわたした。

「ありがとう。ラックは、ゼリー好すき？」

「もっちろん！

　でも、一いっ回かいしか食たべたことないんだ」

「だったら、これあげる。ぜんぶ、あげる」

「え？　ほんとう？　うれしいな」

　ラックは、大おおよろこびで、

　ゼリーをうけとった。




　家いえのドアをあけたとたん、クークのおなかが、くうっ。

「母かあさん、においでわかるよ。今日きょうは、カレーだ」
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「あたり！　スープカレーよ」

　クークは、いそいで、手てをあらって、いすにすわった。

　父とうさんの作つくるスープカレーは、とくべつに、おいしい。

　[image: ]じゃがいも、にんじん、なすは、

　丸まるごと入はいっている。

　かぼちゃも大おおきめ、玉たまねぎと、ピーマンは、

　半はん分ぶんの大おおきさに切きってある。

　クークの大だい好すきな、ゆでたまごも入はいっていた。
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「サラダは、シンプルに、

　二にしゅるいだけで作つくろう」

「うん。ぼく、まっかなりんごがいい！」

「よし。りんごにぴったりの、

　おあいてはと……じゃがいもだな」

　父とうさんは、さっそく、じゃがいもを、細ほそ長ながく切きって、水みずにさらした。

　五ご分ふんくらい、さらしてから、

　水みずきりをして、おさらにのせて、

　ラップをかけて、レンジで、二に、三さん分ぷん。

　かための食たべやすさになったら、ボウルに入いれた。

　りんごは、かわつきのまま、

　いちょう切ぎりにして、ボウルに入いれ、

　マヨネーズ、しお、こしょうを入いれ、

　まぜあわせて、できあがり。
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「父とうさん、〝ぴったりサラダ〟だね」

「たしかに、そうだなあ」

「かきも、おいしそうよ」

　と、母かあさんが、りょう手てに、

　深ふかいオレンジ色いろの、かきをかかえてきた。

「よし、かきのぴったりサラダも作つくろう」

「ぼく、かきの、ぴったりおあいて、

　さがしてくる」

　クークは、楽たのしそうに、

　だいどころの、やさいばこを、

　きょろきょろのぞいた。
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「あっ。ぼく、わかった。

　きっとね、きゅうりが、ぴったり！」

「クーク、すごいなあ。父とうさんも、きゅうりが、いいなと思おもったんだよ」

　かきは、かわをむいて、いちょう切ぎりにして、ボウルに入いれた。

　きゅうりも、うす切ぎりにして、ボウルに入いれ、

　マヨネーズ、しお、こしょうをまぜあわせて、できあがり。

　クークは、スープカレーも、ぴったりサラダも、もりもり食たべた。
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「ねえ、母かあさん、ぼくのきらいな食たべもの知しってる？」

「ゼリーでしょ」

「うん、ゼリー。ほんとに、ゼリーだけなのに……」




　つぎの日ひ。

　とり沼ぬまで、クークは、サーハと遊あそんでいると、

　ゲンゲンが、また、ふくろをもって走はしってきた。

「ジャーン！

　またまた、ゼリーのとうじょう！」
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「うれしい！　どうしたの？」

　サーハは、大おおよろこび。

「へへっ。三さんこ、あまったんだけど、

　いっこずつ、いっしょに

　食たべようと思おもってさ」

「ゲンゲン、やさしい！」

「えへへっ、みんなで食たべたほうが、うまいだろ」

　ゲンゲンは、宝たからものをわけるように、

　サーハの手てのひらに、ゼリーを、いっこのせた。

　だまっている、クークの手てのひらにも、のせた。

[image: ]

「いただきまあす」

　サーハと、ゲンゲンは、さいごの

　いっこを、かみしめながら食たべた。

　ずっと、だまって聞きいていたクークは、

　しんぞうが、どきんどきん。

　──言いわなきゃ、言いわなきゃ、

　ゲンゲンにわるいよ。

　ゼリーにも、わるいよ──

　クークは、ますます、どきんどきん。

「あれ？　クーク、どうした？」

　ゲンゲンが、ふしぎそうな顔かおをした。

「あの、昨日きのう、言いえなかったけど、

　ぼく、ゼリーにがてなんだ」

「え？　じゃあ、昨日きのう、

　好すきなふりして、うそついたのか？」

「うそついたわけじゃないけど、

　言いえなくて……」

「おれの大だい好すきなもの、五いつつも、

　クークにやったんだぞ。

　早はやく言いってくれたら、やらなかったのに」
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　ゲンゲンは、クークの鼻はなを、

　ぼかっと、なぐった。
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「うっ」

　クークは、目めがくらっとした。

　ゲンゲンは、クークから、

　ゼリーを、むしりとった。

　それでも、まだ気きもちがおさまらない。

「このいっこだって、

　クークにやったんだぞ。

　早はやく言いえば、やらなかったのに」

　ゲンゲンは、もう一いっ回かい、

　クークを、ぼかっ。
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「あったまくるう」

　クークは、ゲンゲンのくやしい気きもちが、

　わかったから、なんにも言いえなかった。

　ちょうど、そこへ、

　こだぬきのラックが通とおりかかった。

「クーク、昨日きのうのゼリー、

　すごくおいしかったよ」

　そのことばを聞きいて、

　ゲンゲンは、もういっぱつ、ぼかっ。

「クークの、うそつき！」

　ゲンゲンは、うなるように言いうと、

　走はしっていった。

　クークは、ぼこぼこになった顔かおをおさえた。
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　顔かおのいたみより、心こころが、ずきずきした。

　なんにも知しらないラックが、クークの顔かおをのぞきこむ。

「クーク、だいじょうぶ？

　ゲンゲンって、あいかわらず、らんぼうだなあ」

「ちがうよ。ぼくがわるいんだ」

　サーハが、顔かおをひやすのを、手てつだってくれた。

　とり沼ぬまの水みずは、つめたくて、きずぐちにしみる。

　はな水みずと、なみだと、水みずが、ぐちゃぐちゃになった。

「クークが、言いいづらかったのも、わかるけど、

　ゲンゲンには、はじめてのことだったと思おもう」

　サーハが、やさしく言いった。
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「なにが、はじめてなの？」

「ゲンゲンはね、自じ分ぶんの好すきなもの、

　あげようと思おもったでしょ。

　いっしょに食たべようって思おもったでしょ。

　それって、はじめてのことかも。

　だって、すごく、てれくさそうに、

　ゼリーのふくろ、見みせてくれたもの。

　だから、よけい頭あたまにきたんだわ」

　クークは、だまってうつむいた。

　心こころが、もっと、ずきずきする。

　サーハとラックとわかれて、落おち葉ばを、ぎゅっぎゅっと、ふみしめる。

　──言いえなかったら、ほんとにこまったことになるんだ。

　ゼリー、好すきなふりして、ごっくんって、

　飲のみこめばよかったの？

　じゃあ、ずっと、言いえないままだよ……。

　ぼくの気きもちと、ゲンゲンの気きもちが、ちがう。

　気きもちと気きもちが、ぶつかった。

　どうしたらいいのかなあ──

　クークは、心こころをひきずるように、とぼとぼ歩あるいた。
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[image: 心のけがはなおる]






　森もりじゅうが、かけ足あしで、

　冬ふゆのじゅんびをしているようだ。

　クークは、ストーブのまきを、

　はこぶ手てつだいをしていた。

　三さん本ぼんくらいもって、何なん回かいも行いったり来きたり。

　クークの目めの前まえを、なにかが、

　ちらちら、ちらちら。
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「あっ、雪ゆき虫むし……もう、雪ゆき虫むし……」

　たくさん、とんでいる。

「今こ年としは早はやいな。もうすぐ雪ゆきがふるぞ」

　父とうさんは、りょう手ていっぱいの、まきをかかえて言いった。




　クークのおなかが、くうっと鳴なった。

　[image: ]母かあさんが、だいどころで、かぼちゃを切きっている。

「昼ひるごはんに、〝花はなかぼちゃ〟を作つくるわ」
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　くし形がたに切きったかぼちゃを、

　花はなの形かたちのように、おさらにならべ、ラップをかけて、

　レンジで、やわらかくなるまで、あたためる。

「母かあさん、ほんとに、かぼちゃの花はなみたい」

　さっとゆでた、グリンピースやコーン、

　小ちいさく切きったにんじんを、かぼちゃのまん中なかに、

　こんもりとのせ、しお、こしょうをふった。

　ピザ用ようのチーズを、ぜんたいにのせ、また、レンジで、あたためる。

「さあ、花はなかぼちゃのできあがり！」
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　かぼちゃのあまみと、チーズがとけあって、

　クークは、むちゅうで食たべた。

　レーズンパンには、もちろんたっぷりの、

　はちみつをつけて。

「ねえ、母かあさん。いつも、

　うれしいことばっかりじゃないんだね」

「そうね。そのおかげで、いろんなことを考かんがえられるわ」

「ふーん。じゃあさ、いろんなことがあってもいいの？」

「そうよ。クークは、ころんだら、血ちが出でて、いたいでしょ。

　頭あたまをぶつけたら、こぶができて、はれるでしょ。

　同おなじよ。目めには見みえないけど、心こころも、けがをするの。
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　でも、ちゃんと、なおるわ」

「ふーん」

　──けんかは、心こころのけがなんだ。

　早はやくなおるといいな──

　昼ひるごはんがおわると、

　父とうさんは、店みせに向むかう。

　クークも、後うしろからついてきた。

　いつもは遊あそびに行いくのに、今日きょうは、

　父とうさんのそばをはなれない。

　クークは、ゲンゲンのことを思おもいだしていた。

　──きっと、ぼくも、ゲンゲンみたいに、大だい好すきなもの、

　だれかにあげて、よろこんでもらえなかったら、

　あげなきゃよかったって思おもう。

　ゲンゲンは、はっきり言いえていいな……。

　ぼく、ゲンゲンに、どうしたらいいんだろう──

　父とうさんは、だまって、自じ分ぶんのしごとをしている。

　クークは、ぼそっと言いった。
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「父とうさん、ゼリー作つくれる？」

「作つくれるよ。あれ？　クークはゼリー、きらいだろ？」

「うん。でもね、作つくり方かた、教おしえて」

「父とうさんが、作つくっておこうか？」

「だめ。ぼくが、作つくんなきゃだめなの」

「そうか。よし、教おしえてあげよう」

　[image: ]なべに、こなのかんてんと、水みずを入いれ、

　まぜながら、弱よわ火びにかけて、とかす。

　クークは、いすに上あがって、

　へらでゆっくり、かきまぜた。

　ふっとうしてからも、

　一いっ分ぷんくらいは、火ひにかけた。

　火ひをとめてから、はちみつと、しぼったレモンを、くわえてまぜる。
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「父とうさん、これ、ゲンゲンにあげるんだ」

「そうか。じゃあ、なにに入いれて、ひやそうかな」

　母かあさんが、小ちいさなジャム用ようのびんを、

　もってきてくれた。
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「これなら、口くちが広ひろいし、

　スプーンで、このまま、食たべられるわ」

　三みっつのジャムのびんに、なべから、ながしこんだ。

　クークは、その中なかに、レーズンを入いれた。

　少すこしさめるまで、まってから、

　れいぞうこで、ひやすと、できあがり。

　しっかりと、ふたをした。

「父とうさん、きれいだね。レーズンが、ゼリーの中なかで、水みず玉たまみたい。

　〝水みず玉たまはちみつゼリー〟だ」

　クークは、ふくろの中なかに、びんとスプーンを入いれた。

　とり沼ぬまに行いくと、ゲンゲンは、いない。

　やくそくをしたわけでもないのに、

　まちぼうけの気き分ぶん。
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　ふくろを、だいじそうにかかえて、

　きょろきょろ

　きょろきょろ

「ゲンゲン、今日きょうは来こないのかな」

　フクロウの森もりにも行いってみた。

　フッキソウの、白しろっぽい実みや、

　コウライテンナンショウの赤あかい実みが、

　秋あきを、つややかにしている。

「森もりの宝ほう石せきみたい」

　まがり道みちで、ばったりゲンゲンに会あった。

「ゲンゲン！」

　クークがよぶと、ゲンゲンは、

　ぷいっと、走はしっていってしまった。

　クークは、ゲンゲンの後あとをおった。

「ゲンゲン！　ゲンゲン！」

　ゲンゲンは、びっくりして、ますます力ちからいっぱい走はしった。
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　クークも、力ちからいっぱい、おいかけた。

　森もりのおくを、どんどん行いくと、

　木きの横よこから、ゲンゲンのしっぽが、ちらり。

　クークが、ぬうっと顔かおを出だすと、

　ゲンゲンは、また、走はしりだした。

　クークは、また、おいかけた。

「なんだよーっ、ついてくるな！」

　ゲンゲンは、さけびながら、にげた。
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「ゲンゲン、まってー」

　そのうち、ゲンゲンは、ぴたっと走はしるのをやめた。

「なんで、おれ、にげるんだ？」

　ゲンゲンは、むっとして、りょう手てをふりあげた。

「まって。これ」

　クークは、ふくろをさしだした。

「ゲンゲンに、あげようと思おもって」

「いらねえよ」

　クークは、あわてて、ふくろから、びんをとりだした。

「父とうさんに、教おしえてもらって、ぼくが作つくったんだ」

　ゲンゲンは、まじまじと、びんをながめた。

「あれ？　ゼリーか？」

「うん」

「クーク、ゼリーきらいなのに、おれのために作つくったのか？」

「うん。でも、あじみしてないから、おいしいかどうか、わかんない」

「へえ、クーク、すごいな」

　ゲンゲンは、ひとつ、ふたを開あけて、

　ひとくち食たべてみた。
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「父とうちゃんが買かってくれたゼリーとは、

　ちょっとちがうけど、

　これも、うまいぞ」

「よかった。昨日きのうは、ごめんね」

「おれも、昨日きのう、

　言いいすぎたって思おもってたんだ。

　へへっ。クーク、ありがとう」
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　ゲンゲンは、ゼリーのびんを、

　だきしめると、

「後あとで、遊あそぼうな」

「うん、後あとで遊あそぼう」

　クークは、うれしくなって、より道みちをしながら帰かえった。

　家いえに入はいると、母かあさんが、わらいながら言いった。

「あらあら、たくさん、おみやげもってきたわね」

「え？　ぼく、なんにも、もってないよ」

「ほら、せなかに、たくさん」

　クークは、せなかに手てをやると、

　つんつんと、なにかにふれた。

「あっ、くっつき虫むしだ」
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　母かあさんが、ひとつひとつ、

　せなかにくっついている、

　ヤブジラミの実みをとった。

「ぼくに、しがみついてきたんだ。かわいいな」

　母かあさんが、ヤブジラミの実みを、テーブルの上うえにのせた。

　クークは、それをぜんぶ、

　かきあつめると、だいどころにいる

　父とうさんのおしりに、

　そっと、くっつけはじめた。
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「クーク、どうした？」

「ううん。どうもしない」

　父とうさんは、気きがついていない。

　クークは、わらいをこらえながら、

　そっとそっと、くっつけた。

　父とうさんは、昼ひるごはんを作つくっている。

「クーク、しゃけのあんかけごはんだぞ」

「しゃけ大だい好すき！」

　[image: ]父とうさんは、しゃけをフライパンでやき、かわをとって、

　ひとくち大だいに、ほぐした。

　玉たまねぎと、シイタケを小ちいさく切きって、あぶらでいため、
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　そこへ、めんつゆと、水みずを入いれて、

　かるくにこんでから、しゃけをくわえて、

　水みずときかたくりこで、とろみをつけた。

「さあ、できたぞ。これをごはんにかけよう」

　母かあさんが、たまごスープを、テーブルにはこんだ。

　だいこんのサラダも、たっぷり。

「よし、食たべるぞ」

　父とうさんは、いすにすわったとたん、

「うわぁ」

　と、とびあがった。
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「あーっ、ぼく、わすれてた」

「やられたな。ぜんぜん、

　気きがつかなかったよ」

　父とうさんは、わらいながら、

　おしりにくっついた、ヤブジラミの実みを、

　ばさばさ、ふりはらった。







[image: 冬　じけんはいきなり]






　いつもより、しずかな朝あさ。

　クークは、ふとんの中なかで、耳みみをすました。

　──へんだなあ。なにかちがうよ。

　朝あさのにおいが、ちがうのかなあ──

　だんだん気きになってきた。

　もそもそとおきだして、カーテンをあける。
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「あっ」

　まどの外そとを見みて、クークは、いきを止とめた。

「雪ゆき……だから、しずかだったの」

　ひとばんのうちに、ふりつもった、はつ雪ゆき。

「みんな、まっ白しろになっちゃった」

「雪ゆきだ！　雪ゆきだ！」

　と、さけびながら、家いえ中じゅうを走はしりまわった。
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　父とうさんも外そとをながめている。

「父とうさん、冬ふゆって、きゅうに来くるんだね」

「そうだな。これから長ながい冬ふゆがはじまるぞ」

「雪ゆき遊あそび、いっぱいできるな」

　クークは、うれしそう。

「父とうさんは、雪ゆきかきがたいへんだなあ」

「ぼくも、ときどき手てつだってあげるね」

「たのむぞ」

　朝あさの雪ゆきかきは、毎まい日にち大おおしごと。

　店みせのかいてんまでに、おえなければならない。

　[image: ]母かあさんが、切きりもちをラップにくるみ、レンジでやわらかくした。

　切きりやすいかたさになったら、小ちいさく切きって、

　あぶらをひいたフライパンに入いれる。

「さあ、クーク、おもちがふくらむまで、まってね」

　母かあさんは、弱よわ火びで、りょうめんをやいた。

　うつわに、もちを入いれると、なべに作つくっておいた、

　スープを、ざっとかける。
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「いいにおい。ちっちゃなおもちが、ゆらゆらしてるよ」

　クークは、あつあつのもちを、たっぷり食たべた。

「母かあさん、〝おもちのゆらゆらスープ〟だね」

「いい名な前まえね」

　朝あさごはんをしっかり食たべて、

　クークは、フクロウの森もりへ行いった。

　サーハが、うれしそうに、

　雪ゆきだるまを作つくっている。

「クーク、いっしょに、雪ゆきだるま作つくろう」

「うん」

　ゲンゲンも、来きたけれど、なんとなく元げん気きがない。
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「ゲンゲン、どこかいたいの？」

「べつに、いたくない」

　ゲンゲンは、むすっと言いった。

「なんか、元げん気きないね」

「ゲンゲンらしくないわ」

「あのな……やっぱり、やめとく」

「言いいたくないなら、

　むりに言いわなくていいわ」

「そうだね。遊あそぼ、遊あそぼ」

「ま、まってくれ。あのな、

　父とうちゃんと母かあちゃん、けんかしたんだ」
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「わあ、たいへん！　なかなおりした？」

「まだ。今日きょうのは、すっごくはげしくて、いろんな物ものが、とんだぞ。

　おれ、けんか、はじまったら、すぐ部へ屋やにこもるんだ。

　だけど、父とうちゃんも母かあちゃんも声こえでかいから、ぜんぶ聞きこえる」

「うわあ、たいへんだなあ。ぼく、もし、父とうさんと母かあさんが

　けんかしたら、きっと」

　と、クークが言いいだすと、

「泣なく！」

　と、サーハとゲンゲンが、どうじに言いった。

「うん。ぼく、泣なく。

　やめてくれるまで、たぶん、泣なく」
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　クークは、そうぞうしながら、ぶるっとした。

「あのな。うれしい気きもちも、楽たのしい気きもちも、

　ぜんぶ、ふっとぶぞ。きついぞお。

　父とうちゃんと母かあちゃん、

　なかよくしてくれるなら、おれ、

　いっぱいおこられてもいいって思おもった」

「わたし、わかるわ。

　母かあさんが、びょうきになった時とき、

　もっといい子こになるから、

　びょうきなおしてくださいって思おもったもの」
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「それによ、けんかしてても、だれか来くると、

　にこにこして、なかいいふりするんだぞ」

「そうそう。大人おとなって、そういうことする」

「ああ。だから、けんかすると、だれか遊あそびに来こないかなって、

　思おもうんだ。なかのいいふりしてたら、そのまま、

　なかよくなるんじゃないかなって、思おもうんだ」

「わかった。ゲンゲンの父とうさんと母かあさん、けんかしたら、

　ぼくの母かあさんが遊あそびに行いくって、どうかな」

「じゃあ、そのつぎの、けんかの時ときは、わたしの父とうさんに行いってもらうわ」

「ははは、じゃあ、けんかのたびに、森もりじゅうの、

　だれかに、かわりばんこに来きてもらう。

　そうしたら、けんかなんか、どっかに行いってしまうかも」

「そうよ。そうだわ」
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「おやは、けんかになると、

　こどものこと、わすれるのかな」

「こどもの気きもちは、わかってても、けんかになると、

　それどころじゃなくなるのかも」

　と、サーハは言いうと、ためいきをついた。

「ゲンゲンも、サーハも、すごいなあ」

　クークは、すっかりかんしんした。

「クークは、なまぬるいからな」

「ぼく、なまぬるい？」

「だって、すぐ泣なくし、すぐまようし、すぐこまるし」

「そういえば、ぼく、そうかもしれない」

「あのな、クーク。じけんはいきなり、おきるんだぞ。

　そんなとき、なまぬるいと、こまるぞ」

　ゲンゲンは、ぴょんとはねて、

　すばやく雪ゆき玉だまを作つくった。

「おい、クーク！」

　と、言いったとたん、ばしゃ。

　クークの顔かおに、雪ゆき玉だまが、ばしゃ。
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「あはは、大おおあたり。

　クーク、ぱっと、よけろよ」

「だって、まさか、雪ゆき玉だまなげられると

　思おもってなかったもの」

「だからよ。じけんは、

　いきなりおきるって言いっただろ」

　ゲンゲンは、すっかり元げん気きになって、

　みんなで雪ゆきがっせん。

　作つくってなげて、走はしってなげて。

　あたりは、いつのまにか、夕ゆうぐれ。




　クークが家いえに帰かえると、

　父とうさんと母かあさんが、外そとにおいてある、

　たくさんのバケツを、のぞいていた。

　クークも、のぞいた。
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「わあ、いろんな色いろが、いっぱい」

「昼ひるのうちに、バケツに水みずを入いれて、

　えのぐを、とかしておいたんだよ」

「きれいだね。でも、まわりは、こおっているのに、

　中なかは、まだ、水みずだよ」

「それで、いいんだ。さあ、クーク、

　バケツを、ひっくりかえして、

　中なかの水みずを、すてるぞ」

　クークも、手てつだった。

「すごいや。氷こおりのバケツができてる！」

　冬ふゆの夕ゆうがたは、もうまっくら。

　父とうさんは、氷こおりのバケツの中なかに、

　ろうそくを入いれて、火ひをつけはじめた。
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　クークと、母かあさんは、

　いきをのんで見みつめた。

　ろうそくの、やわらかな明あかりが、

　氷こおりのバケツの中なかで、おどった。
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　まっ白しろな雪ゆきの中なか、

　赤あか、青あお、むらさき、緑みどりの光ひかりが、

　ゆらゆら、ゆらゆら。

　やさしく、ゆらゆら、ゆらゆら。

　──ゲンゲン、どうしてるかな──

　クークは、ふと思おもった。




　夕ゆうごはんの後あと、父とうさんが、

「クーク、アイスクリーム食たべようか？」

「うん」

　クークは、とびあがって、よろこんだ。

「冬ふゆのあったかい部へ屋やは、アイスクリームが食たべたくなるなあ」

　[image: ]父とうさんは、雪ゆきの中なかに入いれておいた、つめたいみかんを、よくあらって、

　かわを、かわむき器きで、数すうまい、すっすっと、うすくむいた。

　そのかわを、小ちいさく切きった。
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「クーク、手てつだうか？」

「うん」

　父とうさんは、かわをむいたみかんを、ビニールぶくろに入いれた。

「手てのひらで、ぐにゅぐにゅ、つぶしてごらん」

　クークは、ぐにゅぐにゅ、ぐにゅぐにゅ。

「あっ、みかんのしるが、出でてきたよ」

　父とうさんは、うつわに、

　バニラアイスクリームを入いれた。

　つぶしたみかんのしるを、

　上うえからたっぷりとかけ、

　小ちいさく切きった、みかんのかわをのせた。

「〝雪ゆきみかんアイス〟のできあがり！」

[image: ]

「かわいいね」

　クークは、雪ゆきみかんアイスを食たべながら、思おもいだした。

「ねえ、父とうさん。ぼく、すぐ泣なくでしょ」

「そうだな」

「すぐ、まようでしょ」

「そうそう」

「すぐ、こまるでしょ」

「そうだなあ」

「ふう、やっぱりね」

　クークは、ためいきをついた。

「クークは、父とうさんのこどもの時ときと、そっくりだぞ」

　父とうさんが、にやっと、わらった。

　クークは、うれしそうに、父とうさんを見みた。
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「クークが赤あかちゃんの時ときは、

　とっても小ちいさかったのよ」

　母かあさんも、なつかしそうに言いった。

「ぼく、大おおきくなったんだね」

「そうよ。こんなに大おおきくなって、

　いろんなことが、できるようになった」

「ふふっ」

　クークは、てれくさそうに、わらった。

「ぼく、いっぱい遊あそんでるよ。

　ねえ、母かあさん。森もりは、ずっと、かわらない？」

[image: ]

「だいじょうぶよ。クークは、森もりが好すき？」

「うん。とり沼ぬまも、森もりの中なかの、たくさんの花はなも、木きも……

　好すきなところ、いっぱい、うかんできちゃった」

「クークの心こころの中なかには、大だい好すきなけしきが、いつもいっしょね」

「いつもいっしょ？」

「そうよ。持もってこられないものや、形かたちのないものは、

　心こころの中なかで、いつもいっしょ」

「母かあさんも、ある？」

「あるわ。大だい好すきな本ほんの中なかのお話はなしや、

　だれかの言いってくれた、うれしい言こと葉ばや……たくさん、

　いつもいっしょよ」

[image: ]

「それは、いいことなの？」

「いつもいっしょが、元げん気きをくれたり、

　たすけてくれたりするの」

「ふーん、すごいね」

「クークも、大おおきくなるたびに、ふえていくわ」

「うん。ぼく、いっぱい、ふやすよ」
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　ストーブの、あかあかと、もえる火ひ。

　いつもより寒さむい夜よる。

　遠とおくで、ビーンと、木きのわれる音おとがした。







[image: ぼくのなかみ]






　こおりつくような森もりの空そら。

　赤あかいやねの、えんとつから、

　ひとすじの、けむりが上のぼっている。

　クークは、あたたかなふとんから、

　なかなかぬけだせないでいた。
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「ねえ、おふとん。

　ぼくをひきとめても、だめだよ」

　でも、ふとんは、クークをはなさない。

「だめだめ。ぼく、もうおきるんだ」

　クークは、ようやくおきだして、ねおきの顔かおを、ぶるっとした。

「クーク、母かあさん、来きてごらん」

　雪ゆきかきをしている父とうさんの声こえ。

　あわてて外そとへ出でてみると、

　クークも、母かあさんも、いきをのんだ。

　音おとのない、まっ白しろな森もりに、

　さらさら、さらさらとまう、

　ダイヤモンドダスト。
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「森もりの冬ふゆは、寒さむすぎて、

　水すいじょう気きひとつぶ、ひとつぶが、

　氷こおりになって、ふってくるんだよ」

「光ひかりのつぶが、おどってるみたい」

　こわれそうなひとつぶ、消きえそうなひとつぶは、

　ダイヤモンドのように、まいおりてくる。

「冬ふゆからの、おくり物ものね」

　母かあさんが、そっと言いった。




　朝あさごはんは、はちみつたっぷりのフレンチトースト。

　[image: ]母かあさんは、うつわに、たまご、ぎゅうにゅう、

　さとうを入いれ、まぜあわせると、

　パンをしみこませた。

　バターをひいたフライパンで、やいて、できあがり。

　クークは、フレンチトーストに、たっぷりのはちみつをかけた。
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「ぼく、毎まい日にちはちみつ食たべられて、しあわせ！」

　クークは、三さんまい食たべた。

　母かあさんは、五ごまい食たべた。

　父とうさんは、八はちまい食たべた。

　たっぷりの、にんじんサラダと、コーンスープ。

　ちょうど食たべおわった時ときに、町まちの店みせから、

　ちゅうもんしていた、しなものがとどいた。
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　店みせでつかう飲のみものや、こむぎこ、

　ちょうみりょうなどが、たくさん、

　はこの中なかに入はいっている。

　クークは、のぞきながら、

「これは、なに？」

「そうそう。クークに、あげようと思おもって、ちゅうもんしたのさ」

　それは、赤あか、青あお、緑みどりのスプレーかん。

「ここを、しゅーっと、おすと、色いろが出でる。

　雪ゆきの上うえに、やってごらん」
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「うわあ、すごいや。父とうさん、ありがとう」

　クークは、三さん本ぼんのかんを、

　ふくろに入いれて、外そとへとびだした。

　とり沼ぬまへ行いくとちゅうで、サーハとゲンゲンに会あった。

　サーハが、しんぱいそうに聞きいた。

「ゲンゲン、父とうさんと母かあさん、なかなおりした？」

「うん。おれ、もう、ほっとしたぞ。

　父とうちゃんと母かあちゃん、

　なかいい時ときは、すっごくなかよくて、

　きょくたんなんだよな」
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「なかがいいほど、

　けんかするって、よく聞きくわ」

「えっ、そうかあ？

　じゃあ、おれとクーク、

　よくけんかするけど、なかいいのか」

「ぼく、わかんないけど、

　友ともだちだと思おもってる」

「まあな。おれも、思おもってるぞ」

　と、言いいながら、ゲンゲンは、

　クークのもっていたふくろを、のぞきこんだ。

「なに、入はいってるんだ？」

　クークが、スプレーかんを

　見みせると、ふたりとも大おおよろこび。

　雪ゆきの上うえに、さーっと、

　ひとふきしてみた。

「うわぁ、きれい」

　みんなで、ひとつずつ、

　スプレーかんをもって、

　色いろを出だしながら遊あそんだ。

　まっ白しろな、雪ゆきのキャンバス。

　赤あか、青あお、緑みどりの絵えが、

　まざりながら、のびのびと、

　えがかれていく。
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「こんな大おおきな絵え、

　見みたことないぞ」

「すごいね。気きもちいい」

「明日あしたまで、

　のこっているかなあ」

「雪ゆき、ふらなかったら、

　だいじょうぶね」

「ずっと、きえないでいてくれよ」

　ゲンゲンは、そう言いうと、

　からになったスプレーかんを、ふりまわした。

　スプレーかんは、カラカラと、音おとがした。

　そこへ、りすのおばさんが、通とおりかかった。
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「まあ、なんてすばらしい絵えなの。

　みんなで、かいたの？」

　クークもサーハもゲンゲンも、

　ほめられて、てれくさそう。

「まさしくこれは、げいじゅつだわ」

　りすのおばさんは、すっかりかんしんして、帰かえっていった。

「うふっ、げいじゅつだって」

　と、サーハは首くびをすくめて、うれしそう。

　そこへ、ねずみの三さん兄きょう弟だいが、やってきて、

「うわぁ、きれいだね。これなあに？」

　と、口くちをそろえて聞きいた。

[image: ]

「これは、げいじゅつだ！」

　ゲンゲンが、とくいそうに言いった。

「これが、げいじゅつかあ」

　と、兄あにのネーネ。

「げいじゅつって、はじめて見みたよ」

　と、二にばんめの兄あにのズーズ。

「げいじゅつの、はじっこ、もって帰かえりたいよー」

　と、弟おとうとのミーミが、言いいだした。

「ちょっと、まって」

　サーハは、ササの葉はを、三さんまいもってきた。

　赤あか、青あお、緑みどりの色いろのついたところを、

　手てですくって、小ちいさな雪ゆき玉だまを作つくった。

　ササに、ひとつずつ、雪ゆき玉だまをつつんで、三さん兄きょう弟だいにあげた。

「はい。げいじゅつの、はじっこよ」

「ありがとう！」

「よかったな、ミーミ」

「うん。きっと、みんな、びっくりするよ」

[image: ]

　三さん兄きょう弟だいは、ササにくるんだ雪ゆき玉だまをもって、帰かえっていった。

「今日きょうは、雪ゆきふらないといいね」

　クークとサーハとゲンゲンは、名なごりおしそうに、絵えにわかれをつげた。




　[image: ]家いえにつくと、父とうさんのかぼちゃを切きる音おと。

　かぼちゃと、じゃがいもを、うすく切きり、

　おさらにならべて、はちみつを、ぐるっと、かけた。
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　ラップをかけて、レンジで、やわらかくしてから少すこしさます。

「父とうさん、あつあつ食たべちゃだめなの？」

「少すこし、さましたほうが、よーく、はちみつが、まざるんだよ」

　ラップをしたままのおさらを、じっとにらんで、まった。

「さあ、〝はちみついも〟と、

　〝はちみつかぼちゃ〟の、できあがり！」

「おいしそうだね。どうしてぼくは、こんなに

　はちみつが、好すきなのかな。うれしいな」

　クークは、たっぷりと食たべた。

　ふわふわのレーズンパンも食たべた。
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　その夜よ。

　クークは、自じ分ぶんの部へ屋やのまどを、あけた。

　寒さむい空そらが、月つきをくっきりとさせる。

「あのね、お月つきさま。

　ぼくのなかみ、知しってる？

　ぼくってね、いろんなものが、いっぱいあつまって、

　ぼくが、できあがっているんだよ。

　ぼくんなかには、泣ないたり、

　まよったり、こまったりが入はいってるんだ。

　でも、まだわかんないなかみも、あると思おもう。

　へんだね。

　自じ分ぶんのことなのに……」

　空そらから、こな雪ゆき。

　クークのさしだした手てのひらにも、

　さらさらおりて、すうっと、きえた。
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[image: 大きくなるまでに]






　雪ゆきは、かた雪ゆきになり、

　おだやかな、冬ふゆの一いち日にちが、はじまる。

　今日きょうは、そりで、

　遊あそぶやくそくをしていた。

　クークが、遊あそびに行いこうとすると、

　ゆうびんやさんの、

　きつねのおじさんが、

　手て紙がみをもってきた。
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「うわっ」

　そのしゅんかん、

　クークは、まわりの時じ間かんが、

　止とまったような気きがした。

「タミンだ。

　タミンからだ」

　去きょ年ねんの春はるに、

　ひっこしていったタミン。

　いつも遊あそんでいたタミン。

　自じ分ぶんの部へ屋やにもどると、

　ていねいに、

　ふうとうをあけた。

　うれしくて、うれしくて、

　どきどきした。
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「タミン、よかったな。

　ほんとに、よかったなあ」

　クークは、そりを引ひっぱりながら、

　森もりへ遊あそびに行いった。

　足あしあとひとつない雪せつ原げんは、

　どこまでも白しろく、

　きらきらしている。

　遠とおくの山やまや丘おかを、

　見みながら歩あるいていると、

　でこぼこの雪ゆきに、足あしをとられて、

　ばたーんと、頭あたまから、たおれこんでしまった。
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「あはは！

　クーク、雪ゆきの中なかに、

　頭あたまからつっこんでるぞ」

　ゲンゲンの声こえ。

　サーハも、わらってる。

　クークの立たちあがったあとには、

　しっかりと、クークのあと。

「きれいな形かたちね。

　わたしも、してみよう！」

　サーハが、りょう手て、

　りょう足あしを広ひろげて、雪ゆきの上うえにたおれこむ。

「ばったーん！」

「おれも。ばったーん！」

　ゲンゲンも、

　雪ゆきの上うえにたおれこむ。

「ぼくも。ばったーん！」

　クークも、また、たおれこむ。

　みんなの、いろんな形かたちの、

　ばったーんが、いくつもできあがる。

　たおれても、たおれても、

　まっ白しろな雪ゆきは、つづいている。
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「そりで、きょうそうしようぜ」

　と、ゲンゲンが言いった。

「する、する！」

　クークは、いつも、まけるけれど、大だい好すき。

「わたしが、下したで見みててあげるわ。

　ゴールは、枝えだの間あいだよ」

　サーハが、丘おかの下したに、ゴールの線せんをかいて、

　りょうはじに、かれ枝えだをさした。
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「よし、行いくぞ」

「うん」

　ゲンゲンとクークは、そりを引ひっぱって、丘おかの上うえに、上あがる。

　丘おかは、でこぼこがあったり、かれ枝えだがあったり。

　その中なかを、うまくすりぬけて、ゴールまで、きょうそう。

　ゲンゲンと、クークは、ちょうどいいスタートの

　ばしょを見みつけて、そりにのる。

「よーい、どん！」

　サーハのかけ声ごえで、そりが、すべり出だす。

「ヒャッホーッ」

　ゲンゲンは、右みぎ、左ひだりと、うまくコントロールして、すべっていく。

「うーっ」

　クークは、でこぼこにあたったり、かれ枝えだを、ふみつけたり、

　いつのまにか、ゴールには、ほど遠とおいところへ、すべっていった。

[image: ]

「ゲンゲンの、かち！」

　サーハの声こえが、ひびく。

　もう一いっ回かい。

　こんども、ゲンゲンは、もうスピードで、

　かれ枝えだもよけながら、すべっていく。

　クークは、また、でこぼこにあたって、

　そりからとびだし、ごろごろ、ごろ！

　どてっと、しりもち。

　そりだけが、ゴールにたどりついた。
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「ゲンゲンの、かち！」

　こんどは、サーハとクーク。

　サーハも、すーっと、すべっていく。

「サーハの、かち！」

[image: ]

　ゲンゲンの声こえが、ひびく。

　そり遊あそびは、何なん回かいもつづいた。

「そりって、楽たのしいわ」

「クークは、まけてばっかりだな」

「うん。まけても、楽たのしい！」

　みんな、体からだが、ぽっかぽか。




　家いえにつくと、父とうさんが、

　カステラを作つくっていた。

　クークは、のぞきこんだ。

「〝はちみつカステラ〟だよ」

　[image: ]父とうさんは、ボウルにたまごと、

　さとうを入いれ、あわだてている。

「はちみつ入はいるの？

　ぼく、いっぱい食たべるんだ」

「クークは、ほんとに

　はちみつが、好すきだなあ」
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　夕ゆうごはんは、やさいたっぷりのスープとサラダ、おにぎりだ。

[image: ]

　クークは、りょう手てで、大おおきなおにぎりを、

　がぶりと、食たべる。

　なかみは、しゃけと、いくら。

　父とうさんは、なにも入はいらない、

　しおをまぜただけの、しおむすびが大だい好すき。

　のりもつけない。

「ごはんのうまみが、

　いちばん、よくでるんだ！

　たくあんのつけものが、ぴったり！」

　と言いいながら、たくあん、ぼりぼり、

　大おおきなおにぎりを、三さんこ食たべた。

　母かあさんは、はちみつづけの、うめぼしを入いれた、おにぎり。




　カステラは、やきあがって、いいにおい。

「ふんわり、しっとり、

　あまくて、おいしいな」

　クークは、カステラを食たべおわると、

「ねえ、父とうさん。

　ぼく、父とうさんみたいに大おおきくなる？」
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「ああ、父とうさんより、

　もっと大おおきくなるかもしれないぞ」

「ふふっ、そっかなあ。

　ぼく、大おおきくなるまでに、

　まだまだ、たくさんの

　だれかと、会あうでしょ？

　そのたびに、友ともだちになれるかな。

　なれると思おもう？」

「だいじょうぶだよ」

「よかった。これから、ぼくが会あう、

　たくさんの、だれかってさ、

　今いまも、どこかにいるでしょ。

　今いま、ねてるかもしれないし、

　本ほんよんでるかもしれないし、

　そう思おもったら、なんだか、楽たのしいね」
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「そうだな。出で会あいは、いろんなところに、

　かくれているから、いつ、

　クークの目めの前まえに、だれかが、

　ぱっと出でてくるか、わからない。

　わからないっていうことは、

　おもしろいもんだなあ」

「ぼく、わからない明日あしたのために、

　いっぱい、ねなきゃ」

　クークは、大おおきなあくびをした。
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[image: ぼくと友だちの間]






　雪ゆき晴ばれの朝あさ。

　たくさんの木きの枝えだに、雪ゆきがつもっている。

「クーク。あんな細ほそい枝えだ、

　一いっ本ぽん一いっ本ぽんにも、雪ゆきがのってるよ」

「雪ゆきの花はなみたい」

　雪ゆきの上うえを、どぼっ、どぼっと、

　父とうさんの足あしあと。

　クークは、思おもいきりジャンプしながら、

　その足あしあとの上うえに、

　自じ分ぶんの足あしあとを、かさねていった。
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　父とうさんは、雪ゆきで、四し角かくい台だいをいくつも作つくりはじめた。

「父とうさん、四し角かくい雪ゆきだるま作つくるの？」

「ちょっと、ちがうなあ」

　父とうさんは、やねからたれ下さがっている、

　つららを、ぽきぽきおって、

　雪ゆきの台だいの上うえに、

　いろんなかくどで、立たてかけた。
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　すきとおったつららは、

　まるでガラス細ざい工くのように、

　きれいな形かたちを作つくっていく。

「ぼくも、作つくってみる」

　クークは、父とうさんに、つららを、

　とってもらうと、いろんな形かたちを作つくった。

「よし、これで一いち日にちおくと、

　雪ゆきの台だいも、かちんかちんになるぞ」

「うん」

　レストランの前まえには、

　つららのかざりが、いくつもならんだ。
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　フクロウの森もりへ行いくと、サーハとゲンゲンが手てをふっている。

「おい、クーク、かけっこするぞ。

　だれが、いちばん速はやいか、きょうそうしようぜ」

「う、うん」

　ゲンゲンは、いつも、いちばん速はやい。

「あの遠とおくに見みえる、『げんしが原はら』の入いり口ぐちまでだぞ」

「わかったわ」

「遠とおいなあ」

　と、クークが言いったとたん、

「よーい、どん！」

　ゲンゲンのかけ声ごえで、

　サーハもあわてて、走はしりだした。

　クークも、おいかけるように、

　走はしりだした。
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　フクロウの森もりをぬけて、

　げんしが原はらの森もりまでは、

　かなりのきょり。

　ゲンゲンは、あっという間まに、

　見みえなくなってしまった。

　その後あとを、サーハがおって、

　クークは、いちばん後あとから走はしっていく。

　クークが、ようやくたどりついた時ときには、

　ゲンゲンのすがたが見みえない。
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「わたしたちが、あんまりおそいから、

　ゲンゲン、げんしが原はらに、

　入はいっちゃったみたいよ。足あしあとがあるもの」

「ほんとだ。じゃ、ここで、まってようね」

　げんしが原はらの入いり口ぐちで、

　まっている間あいだに、雪ゆきがふってきた。

　そのうち、雪ゆきまじりの強つよい風かぜ。

[image: ]

「わあ、どうしよう。ゲンゲンの足あしあとが、きえるわ」

「たいへんだ。げんしが原はらは、まようと、ぜったい、

　出でてこられなくなるから、入はいっちゃだめって、父とうさん言いってたよ」

　サーハとクークは、少すこしだけ、中なかに入はいって、さがしてみたけれど、

　ゲンゲンのすがたは見みえない。

「これいじょう、おくに入はいったら、わたしたちも、まいごになっちゃう」

　ふぶきになった。

「ゲンゲン、きっと、ふあんだろうなあ」

「げんしが原はらには、出でてこられなくなって、

　死しんだどうぶつが、いっぱいいるらしいわ」

　──そうだ、ぼくは、くまだもの。

　ゲンゲンよりも、サーハよりも、大おおきな声こえが出でるはずだ──

　クークは、思おもった。

「ゲンゲンに、ぼくの声こえが、聞きこえたら、

　それをたよりに、出でてこられるかなあ」

「そうだわ。クークの声こえなら、聞きこえるかも」

　クークは、思おもいきり、

　大おおきなうなり声ごえを、出だした。

「ゲンゲーン。ウオーッ」

　雪ゆきと風かぜの間あいだに、クークの声こえが、ひびく。

「ウオーッ」

　クークは、声こえを出だしつづけた。

　体からだじゅうの力ちからを、ふりしぼって。

　はい色いろの空そらがせまる。

　ふぶきで、前まえが見みえない。

「ウオーッ」

　クークは、体からだがふるえるほど、

　大おおきな声こえを出だしつづけた。

　──ゲンゲンに、とどけ──
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　サーハは、泣なきながら、

　クークのうでに、

　しがみついている。

「ウオ──ッ」

　ふりしきる雪ゆきの中なか、なにかが、ふわっと、あらわれた。
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「ゲンゲン！」

「うわぁ」

　と、大おお声ごえを出だしながら、ゲンゲンは、クークにだきついてきた。

「あー、こわかったよお」

「ゲンゲン、よかった！」

　あんしんしたせいか、ゲンゲンは、ぽろぽろ泣なきだした。

「おまえたち、走はしるのおそすぎるからだぞお。

　おれ、まってるの、きらいだろ。

　だから、ちょっと、おくに入はいってみたら、

　まいごになって……、だけど、

　クークの声こえが聞きこえてよ。

　ずっとずっと、声こえ出だしててくれたから。

　おれ、あの声こえなかったら、出でてこられなかったぞ」

　クークと、ゲンゲンと、サーハは、

　ふぶきをわすれて、泣ないた。
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　帰かえり道みち。

　クークの家いえが、遠とおくに見みえる。

　でも、走はしらなかった。

　あいかわらず、ふぶきは、

　つづいているけれど、

　その中なかを、一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ、歩あるいた。
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　サーハと、ゲンゲンと、いっしょに、

　どきどきしたり、よろこんだり。

　クークは、思おもいだして、むねがいっぱいになっていた。

　──ゲンゲン、よかったなあ。

　サーハも、ゲンゲンも、ぼくの友ともだち。

　そっか。ぼくと、友ともだちの間あいだには、いろんなことがある。

　だから、ぼくは、ぼくのことが、わかるんだ。

　友ともだちと遊あそぶから、ぼくは、ぼくのことが、わかるんだ──




　[image: ]家いえにつくと、父とうさんが、かぼちゃを切きっている。

　クークは、さっそくのぞきこんだ。

　父とうさんは、小ちいさく切きったかぼちゃを、

　ラップにつつみ、レンジで、やわらかくした。
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　かぼちゃ、ひとつひとつに、竹たけぐしをさす。

　ホットケーキのこなと、ぎゅうにゅうを

　まぜあわせて、深ふかめのうつわに入いれた。

　くしのささったかぼちゃを、それに、

　たっぷりつけて、あぶらであげた。

「ほら、あつあつを食たべてごらん」

　クークは、くしをもって、ふうふうしながら、がぶりと食たべた。

　かわは、さくっとして、中なかは、しっとりあまい。

　あったかいぎゅうにゅうも飲のんだ。




　その夜よ。

　クークは、タミンに、

　手て紙がみを書かきはじめた。

　書かいては消けし、書かいては消けし。

　そして、ようやく書かきあげた。
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　クークは、とても大おおきな仕し事ごとを、

　やりおえたような、

　さわやかな気き分ぶんになった。

　ぐーんと、のびをする。

「タミン、もう、ねたかなあ」
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　月つき明あかりに広ひろがる、

　白しろい森もりに、

　春はるが、そっと近ちかづいていた。







[image: クークと父さんの料理の作り方]
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